
●売手である登録事業者は、買手で

ある取引相手（課税事業者）から求

められた時は、インボイスを交付(交

付したインボイスの写しを保存）しな

ければなりません。

●買手は仕入税額控除の適用を受

けるために、原則として、取引相手

（売手）である登録事業者から交付を

受けたインボイスの保存等が必要と

なります。

インボイスの記載事項

①適格請求書発行事業者の氏名または名称および登録番号

②取引年月日

③取引内容（軽減税率の対象品目である旨）

④税率ごとに区分して合計した対価の額

（税抜または税込）および適用税率

⑤税率ごとに区分した消費税額等

⑥書類の交付を受ける事業者の氏名または名称

請求書の発行は、PDF形式のため、

伝送にて請求書を発行することも

できます。

インボイス制度を見据えた請求書発行システムの導入をおすすめします！

令和３年１０月１日に登録申請の受付が開始され、令和５年１０月１日から導入される「インボイス制度」。

事業者にとって必須の請求書や納品書に関わる変更にスムーズに対処するためにも、適格請求書発行事業者の登

録や電子インボイスの検討などをしておくことをおすすめします。

WEBアプリのため、インターネット利用可能

なものであれば端末に依存しません。

※クラウド環境が必要となります。


